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これに閃述して，’.：；：；－ IJ/ih会只かん J~ ＇t学部0））、学院
生からも， (1）大学院のカリキュ 弓ムに問題があ
る ， （ 2）大学院から学生を研究才；としてr~j出rる．
(3）修士課程と同士課杭とをきrt亡L、て－1'l.}'1｛引を
行なえ en芯、は l•S＼：！二課程への進学に際して進学朽
の数をしぼらないということ〉， (4):Y[,乍（~＇の~：~(c¥ 
数とその翻が少leすぎる，て？の川j出b、；JN:I：されて
いることがつけ加えられた。
このあと討議が行たわれた " (1）医乍／；1；の！｜年殊
性一一学川としての特殊性，l'1,:/ .j；時l’Fの！l!i'YUI’
一ーから，他の学部の大学院とJ1ilJIJに論ずること
はでき!i:.l、のては，乍いか。 （2）人；c｛：病院のはたして
いる役割は何か。（3）医学部の改小は制度の問題’c
のか，それと も考え方，姿勢ないしは引の切りか
えの問題なのか，等の~l''lr\. に根本的／：cl、しはが念
的な問題についてのことか多かった。今後は大学
大学院改革に朕1j、る医学部「！身のプランとか，改
革をめぐる経験等について，他学部の大学院問題
と対比させたが九，大学院問題の討議をさ ~.vこ際
化させる必要がある。
次回は9刀1411にlflくことに決定した。
（森口親司会員〉
本広報の次号発行予定
木広報の次号の発行LtCJ J1中旬の子定て「。
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